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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
３
波
の
到
来
で
、
生

活
や
暮
ら
し
に
深
刻
な
影
響
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
杉
並
区
議
団
が
取
り
組
ん
で
い
る
区
民
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
回
答
は
１
６
０
０
通
を
超
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
関

わ
る
多
く
の
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
声
に

応
え
る
の
は
政
治
の
責
任
で
す
が
、
国
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
極

め
て
不
十
分
で
す
。
各
支
援
策
の
制
度
利
用
は
進
ま
ず
、
今

年
中
に
期
限
が
切
れ
る
状
況
で
す
。

今
こ
そ
、
生
活
の
守
り
手
と
し
て
の
自
治
体
の
役
割
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
質
問
で
は
、
国
に
対
し
て
各
支
援
策

の
延
長
と
拡
充
を
求
め
る
よ
う
要
請
。
ま
た
、
支
援
制
度
の

申
請
支
援
に
区
を
あ
げ
て
取
り
組
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。

区
は
、
申
請
支
援

に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
等
で

対
応
す
る
と
答
弁
。

従
来
の
姿
勢
に
留
ま

り
ま
し
た
。

支
援
を
受
け
ら
れ

る
対
象
者
が
制
度
を

利
用
で
き
て
い
な
い

状
況
が
相
次
い
で
お

り
、
区
を
上
げ
て
の

支
援
が
必
要
で
す
。

感
染
拡
大
・
長
期
化
に
よ
り
、
区
独
自
に
実
施
し
て
い
る

支
援
策
の
復
活
・
延
長
・
拡
大
も
急
務
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
の
「
環
境
整

備
支
援
助
成
」
（
右
記
）
等
の
復
活
や
、
障
害
者
福
祉
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
の
継
続
支
援
金
の
第
２
弾
の
実
施
、

杉
並
区
文
化
・
芸
術
発
信
の
場
継
続
給
付
金
の
拡
充
と
対
象

拡
大
等
、
区
独
自
に
実
施
し
て
い
る
支
援
策
の
復
活
・
延
長
・

拡
大
を
求
め
ま
し
た
。

区
は
「
関
係
機
関
や
団
体
等
の
意
見
・
要
望
を
踏
ま
え
、

国
・
都
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
適
切
な
対
応
を
図
る
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。
急
速
な
感
染
拡
大
の
も
と
で
は
、
速
や
か
な

対
策
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
区
の
迅
速
な
対

応
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

前
号
に
続
き
、
日
本
共
産
党
杉
並
区
議
団
・
山
田
耕
平
議
員

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
一
般
質
問
の
続
き
を

報
告
し
ま
す
。

国
の
対
策
は
不
十
分
・
・
・

自
治
体
か
ら
拡
充
を
求
め
よ

感
染
の
第
３
波
を
直
視
し

区
独
自
支
援
の
拡
充
を

新型
コロナ対策



９
月
に
ユ
ニ
セ
フ
が
発
表
し
た
「
先
進
国
に
お

け
る
子
ど
も
の
幸
福
度
」
で
、
日
本
の
子
ど
も
は

生
活
満
足
度
が
低
く
「
精
神
的
な
幸
福
度
」
で
は

37
位
だ
っ
た
こ
と
が
衝
撃
を
与
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
10
月
に
発
表
さ
れ
た
「
い
の
ち
支
え
る

自
殺
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
」
の
緊
急
レ
ポ
ー
ト
で

は
、
自
殺
者
数
が
コ
ロ
ナ
禍
で
７
月
以
降
増
加
に

転
じ
、
未
成
年
の
自
殺
率
が
最
悪
を
更
新
し
た
こ

と
を
報
じ
て
い
ま
す
。

野
垣
区
議
は
、
二
つ
の
発
表
に
対
す
る
受
け
止

め
や
、
原
因
と
対
策
に
つ
い
て
、
区
の
認
識
を
質

す
と
と
も
に
、
区
の
施
策
に
、
子
ど
も
の
権
利
条

約
を
ど
う
位
置
付
け
具
体
化
す
る
努
力
を
し
て
い

る
の
か
質
問
し
ま
し
た
。

区
は
「
二
つ
の
調
査
結
果
の
み
で
子
ど
も
の
幸

福
度
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
、
子
ど

も
の
権
利
に
対
す
る
認
識
の
も
と
で
計
画
や
施
策

を
進
め
て
い
る
と
答
弁
し
ま
し
た
が
、
具
体
化
は

進
ん
で
い
な
い
の
が
実
態
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
学
生
や
若
者
の
生
活
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
済
的
に
困
窮
す
る
若
者
の
支
援
に
取
り
組
む

こ
と
、
若
者
に
対
応
す
る
専
門
部
署
や
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
求
め
ま
し
た
。

区
は
、
経
済
的
不
安
や
課
題
を
抱
え
る
若
者
支

援
は
重
要
課
題
と
し
な
が
ら
も
、
く
ら
し
の
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
で
支
援
し
て
お
り
、
若
者
に

対
応
す
る
専
門
部
署
等
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い

と
冷
た
い
答
弁
で
し
た
。

日
本
の
15
～
24
歳
の
自
殺
率
は
先
進
国
で
ワ
ー

ス
ト
１
位
で
す
。
原
因
は
い
じ
め
等
の
学
校
問
題

が
最
多
で
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
非
正
規
雇
用

の
女
性
の
１
０
０
万
人
が
失
業
し
た
と
言
わ
れ
、

産
後
う
つ
が
２
倍
に
増
え
て
い
る
と
の
報
告
も
あ

り
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
、
妊
産
婦
の

不
安
や
悩
み
に
応
え
る
保
健
師
の
増
員
を
迫
り
ま

し
た
。

区
は
、
女
性
や
妊
産
婦
へ
の
対
応
な
ど
は
適
切

に
実
施
し
て
い
る
と
答
弁
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
等
の
対
応
で
保
健
師
は
多
忙
を
き
わ
め
て
い

ま
す
。
実
態
に
沿
っ
た
職
員
の
増
員
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
若
者
に
有
効
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
相
談

窓
口
の
周
知
や
、
自
殺
の
危
険
や
サ
イ
ン
に
気
付

き
適
切
に
対
応
す
る
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
の
制

度
の
周
知
と
フ
ォ
ロ
ー
を
求
め
ま
し
た
。

子
ど
も
の
精
神
的
幸
福
度

日
本
は
38
ヵ
国
37
位

若
者
学
生
へ
の
支
援
を

自
殺
対
策
の
強
化
を

新型コロナウイルス感染が急速に拡大しています。杉並でも

１１月中旬以降急増し、１２月１日現在、区内の感染者数は累

計で１６３９人となっています。

菅政権は、感染者急増のきっかけとなったと専門家からも指

摘されているＧＯＴＯキャンペーンについて、一部見直しを表

明したものの続行する姿勢です。無為無策どころか感染対策に

逆行するものだと批判が上がるのは当然です。

国民に「我慢の３週間」を求めておきながら、菅政権と与党

が５日で国会を早々と閉会しようとしていることは許されませ

ん。ＰＣＲ検査の拡充や医療機関・医療従事者への支援強化、

雇用や営業を守る仕組みの継続と拡大など議論が必要な課題は

山積しています。会期を大幅に延長し、コロナから国民の命と

暮らしを守るための徹底審議を行うべきです。

区
議
会
一
般
質
問
で
、
野
垣
あ
き
こ
区
議
は
、

子
ど
も
や
若
者
へ
の
支
援
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

２日朝、西荻窪駅宣伝


